
 -1- 

情報通信審議会 情報通信技術分科会 

技術戦略委員会（第５３回）議事録 

 

第１ 開催日時及び場所 

 令和７年１月３０日（木） １３時００分～１４時２５分 

 於、Ｗｅｂ会議による開催 

 

第２ 出席した構成員（敬称略） 

 相田 仁（主査）、上條 由紀子、増田 悦子、飯塚 留美、大柴 小枝子、 

川添 雄彦、児玉 俊介、新田 隆夫、平田 貞代、宮崎 早苗、宮地 悟史、 

宮田 修次、望月 康則、森川 博之 

 

第３ 出席した関係職員 

（１）総務省 

 竹村 晃一（国際戦略局長） 

 近藤 玲子（官房審議官） 

 大野 誠司（技術政策課革新的情報通信技術開発推進室長） 

 内田 雄一郎（技術政策課企画官） 

 平野 裕基（技術政策課課長補佐） 

 

第４ 議題 

（１）ＮＩＣＴが果たすべき役割について 

（２）重点的に推進すべき基礎的・基盤的研究開発分野について 

（３）自由討議 

 

開  会 

 

○相田主査  皆様、本日はお忙しいところ、お集まりいただきましてありがとうございま

す。定刻となりましたので、ただいまから情報通信審議会情報通信技術分科会技術戦略委

員会の第５３回会合を開催いたします。 
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 本日の会合もウェブ会議でございますので、まず事務局から、その補足説明をお願いい

たします。 

○平野課長補佐  事務局でございます。本日の会議の補足説明をさせていただきます。 

 本委員会は、ウェブ会議により行います。会議の円滑な進行のため、構成員及びオブザ

ーバーの皆様におかれましては、画面上の挙手ボタンを押していただきまして、御発言希

望の旨を御表明いただき、相田主査からの御指名を受けてから御発言ください。 

 また、御指名を受けた後、御発言いただく際には、お名前を冒頭に言及いただいた上で、

可能であればビデオをオンにしてください。 

 なお、御発言時以外はマイクとビデオはオフにしてください。 

 その他、音声による発言が不調の際は、チャット機能を御利用ください。 

 本委員会では、ウェブ会議システム上に資料の投映を行います。お使いの回線の状況等

によっては投映資料の表示が遅れることもございますので、事前送付した資料もお手元

で併せて御覧ください。 

 事務局からは以上でございます。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 続きまして、詳細は後ほど御説明いただきますけれども、本年１月９日付で情報通信審

議会の委員の改選がございました。そのため、改めまして本委員会の主査代理の指名を行

いたいと思います。 

 主査代理は引き続き、東京大学の森川先生にお願いしたいと思いますけれども、森川先

生、よろしいでしょうか。 

○森川構成員  はい、承知しました。引き続きよろしくお願いいたします。 

○相田主査  どうぞよろしくお願いいたします。 

 なお、その他の構成員の変更につきましては、後ほど事務局から御紹介いただきます。 

 続きまして、事務局から本日の出欠及び配付資料の確認をお願いいたします。 

○平野課長補佐  事務局でございます。まず、本日の出欠につきまして、秋山専門委員、

今井専門委員、沖専門委員、及び寺田専門委員が所用のため欠席をされております。なお、

長内専門委員は所用のため遅れて参加となる旨、御連絡をいただいております。 

 次に、本日の配付資料については、議事次第に記載されておりますとおり、資料５３－

１から５３－２の２点、及び参考資料５３－１から５３－３の３点の、計５点となってご

ざいます。過不足などございましたら、事務局までお申出ください。 
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 なお、参考資料５３－１でございますけれども、こちら前回会合５２回で、自由討議の

時間を十分に取れなかったことから、会議終了後に構成員の皆様からメールでいただい

たコメントをまとめたものとなってございます。 

 また、参考資料５３－２は前回会合の議事録案でございます。議事録案については、構

成員の皆様には別途御確認いただくところでございます。本日構成員の皆様のお手元に

ございますものは未定稿となりますので、御了承願います。 

 なお、当該資料につきましては、皆様の御確認を得た上で公表させていただく予定とし

ております。お気づきの点がございましたら、後ほどメール等で事務局まで御連絡いただ

ければと思います。 

 最後に、冒頭、相田主査からも御案内がございましたが、情報通信審議会の委員の改選

に伴う構成員の変更について御案内させていただきます。 

 参考資料５３－３を御覧ください。今回第５３回からでございますけれども、山田専門

委員に代わりまして、望月専門委員に御就任いただいております。 

 望月専門委員、よろしければ一言御挨拶いただければと思います。 

○望月構成員  今御紹介いただきましたＮＥＣの望月でございます。今御紹介いただい

たとおりで、前任の山田の後継として、こちらのほうで委員として参画させていただきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○平野課長補佐  ありがとうございました。 

 事務局からは以上でございます。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 参考資料５３－２につきましては、ただいま事務局より御説明があったとおり未定稿

とのことですので、構成員の皆様の確認後、公表させていただくこととさせていただきま

す。 

 

議  事 

（１）ＮＩＣＴが果たすべき役割について 

 

○相田主査  それでは、議事に入りたいと思います。これまで関係者の方々からヒアリン

グを行ってまいりましたけれども、今回から、取りまとめに向けた議論に入ってまいりた

いと思います。 
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 本日は、まず議事の１つ目として、ＮＩＣＴが果たすべき役割についてということで、

次期中長期において特にＮＩＣＴに期待する役割について、意見交換させていただけれ

ばと思います。 

 また、議事の２つ目として、重点的に推進すべき基礎的・基盤的研究開発分野について

ということで、次期中長期においてＮＩＣＴが重点的に取り組むべき研究部開発分野に

ついて、意見交換させていただければと思います。 

 これら２件につきまして、まず、資料の御説明をいただいた後、皆様から御意見を賜り

たいと思います。 

 それでは、まず初めに、ＮＩＣＴが果たすべき役割について、事務局から説明をお願い

いたします。 

○内田企画官  事務局でございます。総務省技術政策課の内田と申します。それでは、資

料５３－１に基づきまして、説明をさせていただければと思います。 

 まず、１ページ目を御覧ください。本日の御説明の流れを記載しております。 

 これまでの会合で示されたＮＩＣＴへの主な期待ということで、構成員の皆様からい

ただいた御発言を整理しております。 

 次に、ＮＩＣＴの役割の変化ということで、産学官連携の中核・連結点としての役割、

そして、国家的重要課題へのコミットメントという２つの側面から、役割の変化を整理し

ております。 

 そして最後に、これらの観点を踏まえまして、次期中長期において特に期待されるＮＩ

ＣＴの役割を整理しております。 

 それでは、２ページ目を御覧ください。これまでの会合で示されたＮＩＣＴへの主な期

待ということで、ゲストスピーカーとしてプレゼンテーションをしていただいた方々の

コメントですとか、あるいは前回会合後にいただいたコメントも含めまして、技術分野ご

とにコメントの要旨を整理しております。また、分野横断的なコメントにつきましては、

５ページ目に「その他」として整理をしております。 

 時間も限られておりますので、一つ一つ読み上げることはいたしませんが、各コメント

の共通項を拾い上げることで、ＮＩＣＴの役割の整理につなげてございます。 

 少し飛びまして、６ページ目を御覧いただければと思います。ＮＩＣＴの役割の変化と

いうことで、まずは総論から御説明をさせていただきます。 

 国立研究開発法人の目的は「研究開発成果の最大化」とされておりまして、国立研究開
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発法人が自ら実施する研究開発により創出された直接的な成果のみならず、当該国立研

究開発法人の使命・業務等に応じて、我が国全体としての研究開発成果を最大化すること

であるとされてございます。 

 ＮＩＣＴにおきましては、従来より、ＩＣＴ分野における世界最先端の研究開発を戦略

的に推進し、その成果である革新的な技術シーズを着実に社会実装へつなげていくとい

うことに取り組んでまいりました。これは、下に資料を引用しておりますけれども、ＮＩ

ＣＴの第５期の中長期目標においても掲げられているところでございます。 

 一方で、我が国を取り巻く国際環境は厳しさを増しておりまして、先端技術が著しく進

展を見せる中で、我が国が国際社会で存在感と貢献度を拡大していくためには、国立研究

開発法人が産学官連携の中核を担い、国家的重要課題に戦略的に対応することが重要と

なっております。これも資料を引用しておりますけれども、昨年３月の関係府省申合せ

「国立研究開発法人の機能強化に向けた取組について」においても言及されているとこ

ろでございます。 

 次に、７ページ目を御覧ください。先ほど掲げられておりました産学官連携の中核とい

うこと、そして、国家的重要課題への戦略的な対応という２つのテーマのうち、産学官連

携の中核・連結点としての役割について御説明できればと思います。 

 ＮＩＣＴにおきましては、フォトニックネットワークですとか量子通信等の分野にお

きまして中長期ビジョンを構想し、民間企業等と連携しながら研究開発・社会実装を推進

し、一定の成果を上げてきたという実績がございます。 

 ８ページ目に参考資料を載せておりますけれども、例えば、マルチコア光ファイバの実

用化に当たりましては、ＮＩＣＴが主導する形で産学官のコンソーシアムが設立されま

して、研究活動を牽引することで社会実装に結びつけることに成功しております。 

 ７ページに戻っていただきまして、国際競争が激しさを増す中で、諸外国と比較しても

民間の研究開発投資や人材が十分ではないという状況を踏まえまして、戦略領域の研究

開発等におきましては、引き続きＮＩＣＴが産学官連携の中核となり、民間投資や人材育

成を活性化するための触媒の役割を果たすことが期待されているものと考えております。 

 これも９ページ目に参考資料を載せておりますけれども、諸外国と比較いたしまして

も、研究開発費あるいは研究者数ともに決して潤沢とは言えない状況であるということ

がお分かりになるかと思います。こうした中で、ＮＩＣＴには、民間投資や人材育成を活

性化するための触媒となることが期待されているものと認識をしております。 
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 ７ページ目に戻っていただきまして、これに加えまして、近年、ＮＩＣＴでは民間企業

等におけるイノベーションを支援します「外部連携機能」と呼んでいる部門の比重が増え

ております。 

 下に、ＮＩＣＴが第５期中長期期間中に新たに開始した主な取組を挙げておりますけ

れども、サイバーセキュリティ産学官連携拠点ＣＹＮＥＸの構築、恒久的基金（情報通信

研究開発基金）の造成、あるいはＧＰＡＩ東京専門家支援センターの設置など、民間企業

等におけるイノベーションを支援するという役割の増加が見られるかと思います。 

 また、これまでのプレゼンテーションなどでも示されておりましたように、Ｂeyond５

Ｇのテストベッドですとか、あるいは大規模言語モデルの学習用言語データなど、ＮＩＣ

Ｔが有する施設・設備、あるいは蓄積された知見等の活用ニーズも高まってきているとこ

ろでございます。このような点が、４年前からの変化ではないかというふうに考えており

ます。 

 次に、１０ページ目を御覧いただければと思います。もう一つのテーマであります国家

的重要課題ということで御説明できればと思います。 

 総合科学技術・イノベーション会議、いわゆるＣＳＴＩにおきまして、２０２６年から

２０３０年を対象とした次期科学技術・イノベーション基本計画の議論が開始されてお

ります。 

 下に同会議の資料を抜粋しておりますけれども、例えば国力の基盤となる研究力の強

化・人材育成、そして社会変革を牽引するイノベーション力の向上といった従来からの論

点に加えまして、経済安全保障との連携という新たな論点も取り上げられております。こ

れも４年前からの重要な変化でありまして、ＮＩＣＴにおいても、科学技術・イノベーシ

ョン基本計画で示された国家的重要課題に対しまして、情報通信の観点から積極的にコ

ミットすることが求められていると考えております。 

 次に１１ページ目を御覧ください。これまでの整理を踏まえまして、次期中長期におき

まして特に期待されるＮＩＣＴの役割として、大きく４点挙げております。 

 １つ目は、ＩＣＴを専門とする我が国唯一の国立研究開発法人として、蓄積された技術

力や知見・経験等をさらに生かすことで、国際競争力の強化や経済安全保障の確保等をは

じめとした、我が国の重要政策の実現に貢献することが期待されているのではないかと

いうこと。 

 ２つ目は、戦略的に推進すべき技術領域におきまして、民間投資や人材育成を活性化す
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るための触媒となるべく、中長期的なビジョンを構想し、産学官で共有しながら、基礎的・

基盤的な研究開発から社会実装まで連携して取り組んでいく産学官連携の中核・連結点

としての役割を拡大していくべきではないかということ。 

 ３つ目は、ＮＩＣＴが有する施設・設備や蓄積された知見等のさらなる有効活用を図り

ながら、民間企業等におけるイノベーションを支援する外部連携機能を充実・強化させて

いくべきではないかということ。 

 ４つ目は、データを収集・蓄積し、ＮＩＣＴの知見を付加した上で社会に還元するよう

な取組についても、信頼できる公的機関であるＮＩＣＴの役割として、取組の範囲を広げ

ていくべきではないかということ。以上、４点でございます。 

 次期中長期目標におきましては、これら４点を強く打ち出すこととした上で、これらの

考え方に基づいて目標設定をしていってはどうかというふうに考えております。 

 事務局の説明は以上でございます。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 先ほども申し上げましたように、これに対する御意見については、後ほど皆様から１人

ずつお願いしたいと思いますけれども、本資料についての御不明点等に関する御質問が

ございましたら、今の時点でお受けしたいと思いますが、いかがでございましょうか。 

 よろしゅうございますか。それでは、一旦先に進めさせていただきます。 

 

（２）重点的に推進すべき基礎的・基盤的研究開発分野について 

 

○相田主査  続きまして、重点的に推進すべき基礎的・基盤的研究開発分野について、Ｎ

ＩＣＴの新田構成員から御説明をお願いいたします。 

○新田構成員  ＮＩＣＴの新田です。資料５３－２で、重点的に取り組むべき研究開発分

野課題について御説明いたします。 

 次のスライドをお願いします。このスライドですけれども、昨今の社会情勢の変化を踏

まえながら、ＩＣＴを専門とする我が国唯一の国研であるＮＩＣＴが、その研究開発と成

果の社会実装を通じてどういう社会像を実現していくのかということを整理した上で、

その社会像の実現に、研究開発でＮＩＣＴとして貢献するために何を目標に置くのかと

いうふうなことで、この資料を構成しているわけでございます。 

 第４次中間答申から現在まで、我が国を取り巻く社会情勢の変化というのを、１０月の
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技術戦略委員会で三菱総合研究所様からプレゼンいただきましたけれども、その中でこ

こに挙げております自然災害の激甚化、エネルギー消費の増大、サイバー空間のリスク、

インバウンドの拡大、人手不足の進展というふうな５点、情勢の変化を挙げていただいて

いるところでございますけども、それに加えまして、先ほど事務局からも御紹介がありま

したけども、ＮＩＣＴは国研でございますので、国家的な重要課題にしっかりコミットし

ていくという意味では、我が国の経済安全保障の確保、我が国として自立性とか不可欠性

をしっかり確保していこうというふうなことですとか、あるいは国際競争力をしっかり

つけて、日本経済の持続的な成長につなげていくべきだと、こういったことが求められて

いるというふうに認識しているところでございます。 

 その観点を踏まえて、ＮＩＣＴがＩＣＴ分野のイノベーションを通じて実現を目指す

社会像として、左下に４つ挙げてございます。激甚化する自然災害に対応した強靱な社会

をつくっていく。それから、誰もがＩＣＴの恩恵を享受でき、安心して技術を活用できる

デジタル安全社会。３つ目が、クリーンエネルギーとデジタルインフラによる持続可能で

活力のある社会。４つ目が、労力の最小化と利益の最大化を可能とする人間中心のＡＩ社

会。という４つの社会像を、一つ目指すべきビジョンとして挙げてはどうかというふうに

考えているところでございます。 

 それでは、この社会像を実現する上で、研究開発の目標、ここでは「貢献目標」という

ふうに言っていますけれども、それぞれの４つの社会像に対応する形で、貢献目標、研究

開発の目標を案として掲げてございます。 

 １つは、災害に強く、強靱な社会インフラの構築。２つ目が、安全で信頼できる情報通

信環境の整備。３つ目がＧＸ・ＤＸを支える、持続可能で活力のある社会のＩＣＴ基盤の

構築。４つ目がＤＸを通じた効率化・合理化の促進、新たな価値の創造という、４つの貢

献目標ということで、案としてお示しさせていただいているものでございます。 

 次のスライドをお願いします。このスライドは、改めて重点分野と、それから重点課題

ということを定義させていただきたいと思いまして、お示しさせていただいているもの

でございます。 

 このスライドの真ん中の辺りに書いてございますけれども、重点課題とは――この黒

いゴチック体で太字で書かれておりますが、重点分野とは、重点的に推進すべき基礎的・

基盤的な研究開発であるということ。しかも、長期にわたって継続的に取り組むべき研究

開発分野というものでございます。 
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 さらに重点課題ということで、重点課題とは、この重点分野の中で、先ほどの４つの貢

献目標に資する技術として、特に重点的に取り組むべき研究開発課題ということで定義

をさせていただいているものでございます。 

 また、第６期の重点分野として、第５期で重点５分野を上げて取り組んできたところで

ございますけれども、今期の重点５分野といいますのは、これまでＮＩＣＴが蓄積してき

た技術力や知見を最大限に生かすという観点で、我が国情報通信を支える基礎的・基盤的

な研究開発でございまして、なおかつ長期にわたって取り組むべき分野として、今から５

年前に設定されたものでございますけれども、次期の中長期においても、基本的にはこの

５分野を基礎的、基盤的、中長期に取り組むべき研究分野として維持する、踏襲するとい

うことが適当なのかなというふうに考えているところでございます。 

 次のスライドを御覧ください。このスライドですけれども、先ほど御説明してきた目指

すべき社会像、貢献目標、それから重点分野と御説明させていただきましたが、それに加

えて、次回以降また御議論いただければと思いますけれども、いわゆる戦略領域と言って

いるところですけども、それらの関係性をマッピングしたものでございます。 

 上段左側、２０３０年代に目指すべき４つの社会像を設定いたしました。それから、そ

の実現に向けて、ＮＩＣＴが研究開発で貢献すべき４つの貢献目標というのを、その右側

に置いているところでございます。 

 ＮＩＣＴとしては、この一番下の段に当たるわけですけれども、基礎的、基盤的、中長

期的な研究分野である５つの分野、電磁波先進技術、革新的ネットワーク、サイバーセキ

ュリティ、ユニバーサルコミュニケーション、フロンティアサイエンスという、この重点

５分野と、それからその一つ上の段、分野横断的でなおかつ我が国の重要施策にも密接に

関係する、不可欠な４つの戦略領域に取り組むことによって、その上の段に４つの後見目

標とありますが、これを達成して社会像の実現につなげていくということを、関係性とし

てお示ししているものでございます。 

 また、真ん中の黒字にありますけども、これも先ほど事務局からもございましたけれど

も、もちろん、これらの重点分野の研究開発をやっていくわけなんですけれども、この社

会像を実現していく上で、やはり研究成果の社会実装というのは必要不可欠でございま

すので、外部との連携機能の強化策というのは、これは一体となって取り組む必要がある

というふうに考えているところでございます。 

 この外部の連携機能強化策については、現在、社会実装加速ワーキングにおいて御審議
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いただいているところでございます。 

 それでは、次のスライドを御覧いただければと思います。ここから、重点５分野と、そ

れから重点課題について少しブレークダウンさせていただいて、ＮＩＣＴの中で考える

重点５分野と、それに対応する重点課題というのを少し御説明させていただいて、ディス

カッションさせていただければというふうに考えています。 

 まず、重点分野ということで、先ほどの４つの貢献目標ごとに分類しています。ここの

ページで行きますと赤い四角に囲っているところが貢献目標になるんですけれども、ま

ず貢献目標ごとに分類していまして、また、戦略領域との関係性・対応ついても、この長

い丸のパッチでお示ししているところでございます。 

 まず、１つ目の電磁波先進技術分野におきます重点課題ということでございますけれ

ども、１つ目はリモートセンシング技術ということで、大気の水蒸気、風、雲、降水、さ

らに地表面の起伏など、こういった情報をマルチモーダルにリモートセンシングして、得

られた情報をサイバー空間上で高度に分析して、しっかり予測につなげていくという技

術の開発が必要ではないかと。 

 それから２つ目、宇宙環境技術とありますけれども、これは宇宙天気現象が、通信とか

放送とか測位、航空、人工衛星など重要な社会インフラに与える影響がございますけれど

も、これらを軽減するための宇宙天気予報技術の高度化というものを進めていってはど

うかというものでございます。 

 次のスライドをお願いします。次に、安全で信頼できる情報通信技術の整備という貢献

目標、これに寄与する重点課題として３つ挙げているところでございます。 

 １つ目は電磁環境技術ということで、これはＥＭＣ問題への対応ですとか、電波への人

体暴露評価技術、テラヘルツ帯などの電波の計測・較正・評価技術というのがあると。 

 ２つ目は時空標準技術でございますけれども、精度の高い時刻同期でありますとか、あ

るいは位置を精度高く特定するという技術は、例えばＧＰＳによらない測位を実現でき

たり、あるいはサイバー空間とフィジカル空間の高度な融合を実現することで、新産業を

創出したり社会課題を解決できるという非常に幅広い貢献が期待できますので、ＮＩＣ

Ｔにおいて、時空間同期を例えばユーザー端末に搭載可能とできるような、原子時計の超

小型化技術に取り組むというふうなことが必要なのではないかというものでございます。 

 それから３つ目のデジタル光学基盤技術ですけれども、ＮＩＣＴにおいては、これまで

ホログラフィック光学素子の実装技術というのを磨いてきたわけですが、これは最近、Ａ
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Ｒディスプレーですとか車のヘッドマウントディスプレーといったところに応用がいよ

いよ見えてきたということで、民間企業との連携も具体化しつつあるという状況になっ

ています。 

 このようなホログラフィック光学技術を、軽量で安価かつ高機能に製造するプリント

型光学素子をさらに高度化していくということに取り組むのが適当ではないかというふ

うに考えております。 

 次のスライドをお願いします。次から、重点分野の革新的ネットワークの関係でござい

ますけれども、ここのスライドにおいては、ＧＸ・ＤＸ関係の重点課題を挙げているとこ

ろでございます。 

 １つ目はフォトニックネットワーク基盤技術でございまして、これはＢｅｙｏｎｄ５

Ｇの実現に不可欠な光ネットワークの大容量化技術でございますとか、あるいは低軌道

衛星間を自由空間でリンクするような光ネットワーク技術の研究開発というのが必要で

はないか。 

 ２つ目は光電計融合エッジネットワーク基盤技術ということで、これはいわゆるユー

ザーの近傍のエッジネットワークで、光信号と電波信号の融合をやるわけなんですけど

も、さらにそれに加えて計算機能、これは信号処理機能とも言い換えられますけども、こ

れらを融合することで、様々な通信方式にシームレスに対応して接続できるような、そう

いったエッジネットワークを実現するための技術を開発してはどうかというものでござ

います。 

 それから、災害に強い社会インフラの構築の関係で１点、レジリエントＩＣＴ基盤技術

ということでございまして、これは津波とか火山とか土砂災害などの大規模災害を正確

に検知して通報できるようなセンサー技術とかデータ解析技術というものを開発しては

どうかというものでございます。 

 次のスライドをお願いします。次のスライドは、災害に強い社会インフラの関係と、そ

れからＧＸ・ＤＸの両方に貢献できるような重点課題として、３点挙げてございます。 

 １つ目は通信・計算融合先進ネットワーク技術ということで、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇにおき

ましては、地上の光ネットワークとか無線のネットワークから、広域の衛星ネットワーク

といった異種のネットワークが混在する状況になりますけれども、これらを統合制御す

る必要がございます。 

 その中で、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇや６Ｇに求められるＱｏＳをしっかり満足するための、高
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度なネットワーク遠隔監視とか管理技術を研究開発していくべきではないかというもの

でございます。 

 ２つ目は、周波数資源の高度利活用技術ということでございまして、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ

時代においては、広域な公衆セルラー網から、ローカルなＢｅｙｏｎｄ５Ｇですとか次世

代の無線ＬＡＮといった局所的な無線サービスもございますし、さらにはミリ波とかテ

ラヘルツを用いた超狭域な無線サービスまで運用されることになりますけれども、それ

らの無線サービスをマルチスケールに統合していくということで、周波数資源の利用効

率を上げていくという技術の研究開発が必要ではないかということでございます。 

 ３つ目は宇宙通信統合ネットワーク基盤技術ということで、これは地上から衛星・深宇

宙までのネットワークをシームレスにつなぐような、ＴＮ－ＮＴＮ統合ネットワークの

研究開発でございます。 

 次のスライドをお願いいたします。もう１点、革新的ネットワークの関係でございます

けれども、これらの４つの貢献目標全てに寄与が期待できるような重点課題として、３つ

挙げているところでございます。 

 １つ目はテラヘルツ波ＩＣＴプラットフォーム技術ということで、テラヘルツの電波

利用の促進を目的とした、電力と周波数の精密計測基盤技術の開発をしていくというも

の。 

 ２つ目は、Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０の礎ともなります次世代のサイバーフィジカルシステ

ム、ここでは「ｘＣＰＳ」というふうにお示ししていますけれども、この実現を目指した

デジタルツイン間の連携・統合、オーケストレーション技術などの開発が必要ではないか。 

 ３つ目といたしまして、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ・６Ｇ時代のテストベッドでございます。こ

れは、オール光ネットワークですとか仮想化など、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇが持つシステム・サ

ービスの検証に必要な循環進化型のテストベッドを構築していくべきではないかという

ものでございます。 

 次のスライドをお願いいたします。次がサイバーセキュリティの関係でございます。こ

れは、貢献目標といたしましては、安全で信頼できる情報通信環境の整備への寄与という

ものでございます。ここでは５点、重点課題を挙げています。 

 １つ目は、サイバー脅威インテリジェンス基盤技術ということで、これはＮＩＣＴのＮ

ＩＣＴＥＲなどがございますけれども、世界中のサイバー脅威情報の収集をして分析す

る技術の研究開発でございます。 
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 ２つ目は、ＡＩ×サイバーセキュリティ技術ということで、これはチャットＧＰＴの出

現以降、生成ＡＩが急激に発展してきておりますけれども、逆に生成ＡＩの安全性の問題

が、国内外で非常に重要な課題となっているところでございます。ＡＩモデルとかＡＩシ

ステムの攻撃に対する安全性をしっかり検証して評価できるような、Ｓｅｃｕｒｉｔｙ

 ｆｏｒ ＡＩが重要な研究課題になるのではないかというふうに考えているところで

ございます。同時に、ＡＩを駆使してセキュリティに有用な情報をリアルタイムに提供す

るようなＡＩ ｆｏｒ Ｓｅｃｕｒｉｔｙ、こちらの研究開発も重要ではないかと考え

ています。 

 ３つ目は次世代暗号・プライバシー保護技術ということで、量子コンピュータ時代にも

安全に利用できる次世代暗号技術でございますとか、金融・医療といった非常にプライバ

シー性の高い機微な情報を扱うような分野に社会実装できるような、プライバシー保護

技術の研究開発が必要ではないかと考えているところでございます。 

 次のスライドをお願いします。４点目が、サイバーセキュリティの産学官連携拠点の形

成でございます。これは私ども、先ほど事務局の説明にもありましたが「ＣＹＮＥＸ」と

呼んでおりますけれども、我が国のサイバーセキュリティの産学官の結節点を形成いた

しまして、サイバーセキュリティ情報と人材が集まり、また、国産セキュリティ製品の開

発環境を提供して人材育成が行われるというような、我が国のサイバーセキュリティの

中核拠点を形成するということを、しっかり実行していってはどうかというものでござ

います。 

 ５点目は政府端末情報の収集・分析ということでございまして、この政府端末情報を活

用したマルウェア情報等のサイバーセキュリティ情報の集約・分析を行って、国内政府機

関のサイバー攻撃対処能力を向上させてはどうかというようなものでございます。 

 次のスライドを御覧ください。重点課題の、これはユニバーサルコミュニケーション分

野に関係するものでございます。これは、貢献目標のうちＤＸに関係するものでございま

す。 

 重点課題、２つ挙げてございますけれども１つ目は、高い信頼性・創造性・多様性を発

揮できるＡＩ複合体技術というものでございます。ＮＩＣＴにおいても、高度な能力を持

つ日本語特化型・多言語型のＬＬＭを開発していくというふうなことはもちろんあるん

ですけれども、これとともに、他機関で開発されたＡＩも含めて互いに議論をして連携す

ることで、よりクリエイティブで多様性もあって、なおかつハルシネーションのようなも
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のが起こらない、信頼性のあるＡＩを開発できるような環境、プラットフォームの研究開

発に取り組んではどうかというふうに考えているところでございます。 

 ２つ目はマルチモーダルＡＩコミュニケーション技術ということで、これは国産コン

テンツの市場拡大ですとか、日本企業のグローバル展開に資するということを目的とい

たしまして、テキスト、音声、画像データ、コンテキストを扱うマルチモーダルなＡＩコ

ミュニケーション技術の確立を目指すというものでございます。 

 また、我が国以外にも、グローバルサウスにとっても生成ＡＩの開発というのは非常に

重要な課題となっておりますので、グローバルサウスのような非メジャーな言語圏の文

化も考慮した生成ＡＩの開発ができるようになるようなデータ基盤を構築していって、

国際連携も促進していくというふうなことを考えているところでございます。 

 次のスライドをお願いいたします。次からの２つのスライドが最後の、フロンティアサ

イエンスの関係でございまして、これは次世代ブレークスルーを狙う重点分野というこ

とで、４つの貢献目標に寄与するような基礎的・基盤的な研究分野でございます。 

 ここでは３点挙げてございますけども、１つはテラヘルツ・電子・光集積デバイス技術

ということでございまして、テラヘルツをフロントエンドで利用するための超高周波デ

バイス、テラヘルツ無線の計測・材料評価技術、超電導デバイス、超広帯域の光無線融合

デバイスなどの研究開発というところでございます。 

 ２つ目はバイオＩＣＴ基盤技術ということで、環境に優しくて持続可能な社会の実現

を目指すという意味では、生体システムに倣った省エネルギーな情報処理アルゴリズム

ですとか情報システムを構築していくということも重要ではないかと考えているところ

でございます。 

 ３つ目は、次世代脳情報インターフェース技術ということでございます。これまで、Ｎ

ＩＣＴにおいてはＣｉＮｅｔで取り組んできています脳情報融合通信技術がございます

けれども、私どもは「ＣｉＮｅｔ Ｂｒａｉｎ１.０」というふうに呼んでいるんですけ

れども、これは従来ｆＭＲＩを解析して、視覚中心の、ある意味静的な、動かない脳情報

インターフェース技術だったたわけなんですけれども、これに視覚以外の五感情報も加

えて、なおかつ時間分解能も上げてダイナミックに動作するような、これを私どもは「Ｃ

ｉＮｅｔ Ｂｒａｉｎ２.０」と呼んでいますけれども、こういった脳情報インターフェ

ース技術を次世代化するというふうなことに取り組んではどうかと考えてございます。 

 最後のスライドになります。４つ目と５つ目ということでございますけれども、こちら
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はいずれも量子関係で、安全かつ信頼できる情報通信環境に貢献ということでございま

す。一つはグローバル量子セキュアネットワーク技術でございまして、いわゆるＱＫＤと

呼んでおりますけれども量子鍵配送ネットワーク、地上系ですとなかなか伝送距離に制

約があるということで、グローバルな量子鍵配送、セキュアなネットワークというのはな

かなか実現できないんですけれども、グローバルな規模で安全に重要情報とか機微情報

をネットワーク上で扱えるようにするためには、衛星を介した長距離の量子鍵配送技術

の高度化を目指すべきではないかというふうに考えているところでございます。 

 ２つ目は量子ノード実現に向けた基盤技術ということで、量子ノードの関係は非常に

基礎的・基盤的な研究開発ですけれども、ＮＩＣＴではこれまで、量子もつれ光子・イオ

ン量子の生成、計測、制御技術の研究開発に取り組んでおり、また、超電導量子ビットを

光ネットワークにリンクさせるような技術の研究開発にも取り組んでいるところでござ

います。 

 これらの蓄積をさらに発展させまして、光時計と組み合わせて量子時刻同期を実現し

たり、あるいは量子状態を破壊せずに情報処理・通信を実現できるような量子ノードの実

現、あるいは量子ネットワークの基盤技術といったものの確立を目指してはどうかとい

うふうに考えているところでございます。 

 お時間が少々長くなりましたけれども、重点分野、それから重点課題ということで、現

在ＮＩＣＴの中で検討しているものを幾つか、これが全部ではないんですけれども、少し

ピックアップして御説明させていただきました。いろいろ御意見をいただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 それでは、こちらの御説明につきましても、まず、御質問がございましたらそれをお受

けしたいと思いますけれども、いかがでございましょうか。 

 では私から１点。原子時計の小型化が一つ挙がっていて、一番最後のページでは光時計

のことが書かれていて、機器などに組み込むほど小さくするには、光時計はまだ当分無理

だろうと、そういうようなことでよろしいのでしょうか。 

○新田構成員  そうですね。私もこの研究開発の動向を正確に把握しているわけではな

いんですけれども、光格子時計は端末に搭載できるようなチップ化というふうなもので

は、多分まだなかったというふうに思いますので、チップスケールの原子時計というのを

しっかり、ユーザーの端末に搭載できるような形で開発していくということで、いろんな
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イノベーションも創出できるのではないかというふうに考えているというものでござい

ます。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 ほか、いかがでございましょうか。 

 どうもありがとうございました。 

 

（３）自由討議 

 

○相田主査  それでは、残りの時間で、議事（３）となっておりますけども、自由討議と

いうことで行いたいと思います。 

 これまで２件いただきました御説明、あるいは前回までの意見交換等の内容を踏まえ

まして、ＮＩＣＴが果たすべき役割、ＮＩＣＴで重点的に推進すべき基礎的・基盤的研究

開発分野について、御意見をいただければと思います。 

 今回は、前回できませんでしたので、名簿順にお一人３分程度ということで御発言いた

だければと思います。時間の関係で発言し切れないという場合には、事務局まで後ほどメ

ールで御連絡いただければと思います。 

 それでは、名簿順ということで、森川委員からお願いしたいと思います。森川委員、よ

ろしくお願いいたします。 

○森川構成員  ありがとうございます。それでは、３点ほどお話しさせてください。 

 まず１点目が連携機能、つなぐ機能のところ。前々からお話しさせていただいていると

思いますが、ぜひ企業の欲望を起点にというところをやっていただけると、全てがうまく

回っていくのかなというふうに思っています。そのためには、いろいろなバックグラウン

ドの方々をつなぐ人材もとても重要なので、そういった方々も巻き込んでいただきたい。 

 ２つ目なんですけども、自ら研究のところは当たり前ですけれども研究者起点になる

わけで、人が一番大切ですので、ぜひ優秀な人材がＮＩＣＴに行きたいというふうに思っ

てもらえるような視点からも、考えていただくのも大切かなと思っています。 

 悩ましいのは、理学系のところは大丈夫なんですけれど、工学系になると産業界と人の

取り合いになってしまいます。産業界で、給与も全てが恵まれているという状況の分野も

ありますので、そういった点も踏まえて、テーマをどうしたらいいのかを検討していくこ

とも必要なのかなと思っています。 
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 ３点目ですけれども、分野を具体的に挙げると語弊があるので、「研究分野によっては」

と、ちょっと曖昧にさせていただきますが、金をかければできるんだけれど、社会実装が

難しいという分野がやっぱりあると思っています。これはこれでしようがないと僕は思

いますが、何で社会実装できないのかというところを分析、深掘りしていただいた上で、

ぜひ次につなげていただければと思っています。そういうプロセスを回していただくこ

とがとても重要なのかなと思います。以上３点となります。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 続きまして、大柴委員、お願いいたします。 

○大柴構成員  大柴でございます。御説明ありがとうございます。資料５３－１の１１ペ

ージにある内容、次期中長期において特に期待されるＮＩＣＴの役割に挙げていただい

た４つのポイントは、非常に私も重要だと思います。 

 特に３点目の、ＮＩＣＴが有する施設・設備や蓄積された知見等のさらなる有効活用、

それから、今、森川先生もおっしゃっていたんですけど、民間企業等にもイノベーション

を支援するような、そういうところへの技術移転、それから社会実装、そういうところで

外部連携機能を充実・強化させていくべきではないかというところは、私も非常に重要で

はないかと考えております。 

 ＮＩＣＴから、サイバーセキュリティに関しましては産学連携拠点を形成するという

ような御説明もありましたが、多分サイバーセキュリティだけではなくて、やはりＮＩＣ

Ｔでこれから技術開発していくものに関しまして、その成果である革新的な技術シーズ

が、きちんと社会実装につながっていくような産学連携拠点というところで、人材育成に

携わる技術者とか、人的な資源も非常に重要になってくるのだと思うんですけれども、そ

の辺の充実のところもぜひ期待したいなと思います。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 では続きまして、増田委員、お願いいたします。 

○増田構成員  全国消費生活相談員協会、増田でございます。御説明ありがとうございま

した。 

 私からは、一国民、一消費者からの意見となりますけれども、ＮＩＣＴから、２０３０

年に目指すべき社会像として４点示された点につきましては、いずれも国民生活を支え

る基盤として必要なものでありますので、ぜひ実行していただきたい、そのためには、信

頼できる国立研究開発法人であるＮＩＣＴしかいないのではないかとも考えております。 
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 特に、日本独自の強固なサイバーセキュリティの開発ということと人材育成をしてい

ただいて、最終的にそれを全ての企業や個人が、なるべく負担のないように活用できれば

いいなと思っております。 

 セキュリティの重要性を理解してもらうことと、間違いなく運用してもらうというこ

とを実際にやっていただかないわけにはいきませんので、ぜひそれが可能になるように

していただければと思います。 

 また、ＬＬＭの開発に期待をしています。企業や消費者が正しくＡＩを活用することが

大前提なんですけれども、どのようなＡＩを利用しているか、また、そういう企業である

かを消費者が確認できて、そういう信頼できるＡＩを活用している企業を選択するとい

うようになってほしいと思っています。 

 もう一つ、電波に関してなんですけれども、今後、強力で複雑な電波環境になっていく

と思うんですけれども、その分析とか通信機器の評価法とか、電波への人体暴露評価など

をやっていただいていると思います。それは十分承知しているんですけれども、一般的に

は以前と変わらず、電波や電波環境に関する理解というのはまだまだ十分ではないとい

うのが実情です。 

 今後、実際に、安心して技術を活用できるデジタル安全社会ということを目指していた

だくに当たって、まずは安全であることを理解してもらった上で、そして安心してもらう

ということが必要であると考えております。ぜひ御尽力いただきたいと思っております。 

 以上です。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 続きまして、飯塚専門委員、お願いいたします。 

○飯塚構成員  ありがとうございます。２つコメントをさせていただきます。 

 １つは、資料５３－２の４ページの、研究開発等を通じて貢献すべき目標というところ

で、その中に既に組み込まれているかもしれませんし、あるいは２０３０年代に目指すべ

き社会像にありますクリーンエネルギーに含まれているかもしれませんけれども、特に

ヨーロッパにおきましては、気候変動及び生物多様性という観点から、環境負荷低減に資

するように、脱炭素化に向けた取組というものが、産業レベルから消費者レベルまで社会

経済活動の様々な局面において大きなテーマになっていると理解しております。本検討

におきましても、ネットゼロを目指すということを本検討の目標に掲げてもよろしいの

ではないかと感じた次第です。 
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 ２つ目は社会実装の観点ですけれども、研究開発の成果を社会実装していくに当たっ

ては、まず公共セクターから実用化していくという道筋もあるのではないかと思われま

す。 

 アメリカのケースになってしまいますが、アメリカ国防総省がこれまで５Ｇのテスト

ベッドに６億ドル以上を拠出しておりまして、民間との周波数共用によるアプリケーシ

ョン開発などが進められていると承知しております。その結果、５Ｇプライベートネット

ワークは、アメリカの１４以上の米軍基地で導入されておりまして、国防総省が世界最大

のプライベート５Ｇの顧客ということになっているようです。 

 このように、最先端技術というのはクリティカルな局面においてまず導入されること

を踏まえますと、防衛分野のほかにも、例えばミッションクリティカルなアプリケーショ

ンが求められるような、公共安全分野における災害時・緊急時のユースケースから社会実

装していくということも、考え方としてあるかもしれません。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 続きまして、上條専門委員、お願いいたします。 

○上條構成員  上條でございます。ＮＩＣＴ様が重点的に取り組むべき研究開発分野や

重点課題の考え方とお話を伺いまして、私のほうからは３つほど、ポイントを御提示させ

ていただきたいと思います。 

 電磁波の先進技術ですとか革新的ネットワーク、サイバーセキュリティ、ユニバーサル

コミュニケーション、フロンティアサイエンスということで、個々の技術分野に、私は専

門がたけているわけではございませんので、ジェネラルなコメントにはなってしまうん

ですけれども、こういった重点的な研究開発に取り組むためには、中長期的な視点を伺い

ますと、やはり私、大学にいるという立場もございますので、産業界ももちろんでござい

ますが、我々大学等と、こういった国の研究所様、ＮＩＣＴ様とで、より連携をしていく

ことが非常に重要であるということと、それから大学のほうでも、基礎的な技術分野を支

えられるような若手の人材を、しっかりお育てしていくというところに、大学側も尽力し

ていきたいと考えております。 

 そういった面からも、大学はどうしても基礎研究ですとか、なかなか社会実装から距離

の長い基礎研究に注力される先生方も多くいらっしゃいますが、近年はこういったＮＩ

ＣＴ様で取り組む重点課題や重点分野というものを踏まえて、大学側でも人材をしっか

り、方向性を定めて育成をしていくという連携強化、情報共有というものが必要であると
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いうこと。また、社会実装のテストベッド的な役割を大学側もしたいというような考えが

最近はございますし、また、技術シーズのスタートアップ創出のところにも力を入れてお

りますが、その面で、ＮＩＣＴ様と大学側が連携するようなプラットフォームですとか、

一大学ではなく、大学同士の連携プラットフォームと国の研究所様との連携、そしてそこ

に産業界様にも入っていただいて、オープンイノベーションの座組をしっかりつくって

いくということが重要だと考えております。 

 また、これは非常に大学側の発言で恐縮なのですが、ＮＩＣＴ様が起業家甲子園といっ

たビジネスコンテスト的な機会をつくってくださって、先進分野の研究、宇宙分野等の研

究をやっている学生が、ＮＩＣＴ様のコンテスト等で賞を取って、新しい技術分野で学生

たちが、例えば宇宙分野などですと、一般的には社会実装に非常に費用もかかったり、先

ほどの森川先生のお話ではないですが、なかなか実装まで研究でトライすることができ

ない中、こういった賞などを取らせていただくことで補助金等が取得できたり、ＶＣ様か

ら着目されて学生ベンチャーが生まれたりというような萌芽、きっかけをつくっていた

だいていることに大変感謝を申し上げるとともに、若手の人材を引っ張り上げるような

機会を御提供いただくことも、技術戦略からは少し遠くなってしまうのですが、非常に重

要かなと、大変ありがたく思っているということを、この場をかりて発言させていただき

ます。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 続きまして、川添専門委員、お願いいたします。 

○川添構成員  御説明ありがとうございました。御説明いただいたＮＩＣＴが重点的に

取り組むべき研究テーマ、どれも非常に重要で大切なものだというふうに思っておりま

す。その中で３点ほどお願いがありそれを述べさせていただきます。 

 １点目は、各技術ともに、提供するマーケットがもはや日本国内のマーケットだけでは

駄目で、グローバル市場でそれが使われるようにしていかないと、結局最後、これが商用

化されたときに競争に負けてしまうことになるので、最初からグローバルなマーケット

の中で、どういうニーズ、研究をしていけばいいのかという目線で、ぜひ進めていただき

たいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 ２点目は、今回どれも本当に非常に難しく、かなりチャレンジングなテーマも入ってい

ると思いますが、それを進めるに当たって、一から、全部ＮＩＣＴさんが必ずやるという

のも、なかなか難しいと思います。 



 -21- 

  

 確かに、国の税金を使って進めていく国研の営みなので、可能な限りその効果を最大限

示すということも重要だと思います。ただ、既にできあがっている、あるいは確立してい

る技術を利用して、コラボレーションすることも非常に重要と考えています。その際、正

しく相手方を認めて、リスペクトして利用しているということを明確に示すことが重要

かなと思っております。 

 それから最後、３点目ですが、まさに１０ページ、１１ページ目辺りで御説明いただい

たサイバーセキュリティのお話ですけども、御承知のとおり、今年の年末年始にかけて非

常に大きなＤＤｏＳ攻撃がありました。この内容が今までの攻撃のレベルをはるかに超

えていて、今、使われているＩＰアドレスが桁オーダーに多く使われるようになってきま

した。 

 そうなると、こういうものを守るために今まで非常に重要だとされていたサイバーセ

キュリティ人材を増やすということよりも、今日も御説明いただいたように、いかにＡＩ

を利用していくかということが非常に重要だと、今思っています。 

 攻撃者が明らかに、ＡＩと例えばボットネットを組み合わせて使うとか、そういうオー

ダーになってしまうと、もう人間がやるレベルを超えてくるので、それに対しサイバーセ

キュリティ人材はどういうことを学べばいいのか、どのような役割を果たせばいいのか

も含めて、時代とともに、柔軟に変えていきながら、やるべきことを考えていくというの

は非常に重要だと思います。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 では続きまして、児玉専門委員、お願いいたします。 

○児玉構成員  電波産業会の児玉です。御説明ありがとうございました。 

 私からは、資料１と２の関連が多少分かりにくいことから、次のコメントをさせていた

だきます。資料１の次期中長期において特に期待されるＮＩＣＴの役割、１１ページにあ

りますが、この中の４つの項目が次期中期では特に期待されるのではないかと考えます

が、これらは研究課題によらない共通的理念的な方向性かもしれませんが、資料２の重点

課題の個々の中でどのように研究開発等の方法論として反映されているのかがちょっと

分かりにくいなと思います。 

 それで、この１１ページの４項目を特に意識したときに、第５期との違いが分かるよう

に６期の重点課題の進め方を少し掘り下げていただけると、５期と６期の違いも分かり
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易いと思いますので、今後の検討の中で、そういったものを少し浮き出させていただくの

も一つありかなと思います。 

○相田主査  ありがとうございました。私もちょっとそれは思いまして、そもそもタイト

ルが、資料５３－２のほうは「研究開発分野について」で、実はこの資料の中には、資料

１の１１ページに書かれている連携機能も一部盛り込まれているとは思うんですけれど

も、そもそも資料５３－２のタイトルを、資料１に合わせて「役割について」とか「活動

について」とかにしたほうがいいのかなと、私も思いました。 

 続きまして、それでは新田専門委員のほうから、何かございますか。 

○新田構成員  ここまで様々な御意見ありがとうございました。今回、私のほうから準備

させていただいた５３－２は、ある意味、重点的な研究開発課題、ＮＩＣＴとしてどこに

注力して、この次の５年間、どういう研究分野、それから研究課題に取り組んだらいいの

かも、割と研究開発課題という視点で、今回まとめさせていただいたものでございます。 

 事務局の御説明資料はどちらかというと、いわゆる研究成果の最大化でございますと

か、あるいは産学官連携機能の強化とか、この研究に取り組んで、その先の成果をどう社

会実装していくのかとか、どう人材をつくっていくのか。先ほど多く御意見いただいた点、

もっともだと思いますけれども、その点の役割を事務局のほうでまとめていただいてい

るところでございまして、これは現在、社会実装加速化ワーキンググループでも少しディ

スカッションいただいていますので、本日、私のほうからお示しした重点分野の案も踏ま

えて出てきた成果は、どういうふうに産学官連携を進めていけばその成果を最大化でき

るのかという観点、次のワーキンググループでの議論と併せた形で、またこの委員会の皆

様とディスカッションさせていただければと考えているところでございます。 

 ここまでいただいている御意見は、いずれもそのとおりだというふうに思いますので、

この後、ワーキンググループのディスカッション、それからＮＩＣＴの中での議論の中で

も、十分反映しながら検討を進めていければと考えているところでございます。 

○相田主査  では続きまして、平田専門委員、お願いいたします。 

○平田構成員  御説明ありがとうございます。平田でございます。 

 まず、資料５３－２の２ページでしょうか、重点的に取り組むべき研究課題の分野・課

題についての考え方ですけれども、右端に４つの貢献目標を挙げていただいておりまし

て、この４つはいずれも優劣をつけるようなものではなくて、非常に大事なものですけれ

ども、個人的には１番目の災害レジリエンスなインフラの構築に非常に期待しておりま
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す。 

 と申しますのは、日本は災害大国でございまして、様々な経験を積み重ねた上での研究

や技術があるところで、日本として先行して研究を深められる強みになり、昨今の異常気

象などで、いずれ社会でももっと問題になってくるところに先んじているのではないか。

また、即収益に結びつかないところで、民間ではなかなかやりづらいところですので、ぜ

ひ、ここに個人的には期待をしております。 

 また、２点目としましては、この貢献目標を起点に研究を整理していくとか取捨選択し

ていく、あるいは説明をしていくという取組、私は非常によいことだなと思っております。 

 研究者以外の方の理解を得る、賛同を得る、またニーズを聞くところで、この貢献目標

を中心に説明していくこと、取り組んでいくことは、非常に参加者を広げて、実装してい

くために必要なことであるので、ここは非常によく取り組まれているなと思っておりま

す。 

 一般的な消費財ですと技術ドリブンはよくなくて、マーケットインから利用者中心、顧

客中心主義で、さらに最近では共創、共に創るというような動きに、マーケティングの思

想が変わってきているんですけれども、特にこういった先端技術につきましては技術ド

リブンで、技術から社会に提案していくようなアプローチが非常に重要となりますので、

ここをＮＩＣＴさんで引き続きイニシアチブを取っていただきたいなと考えております。 

 最後に、非常に俯瞰した表現にはなりますけれども、産業と技術をつなぐ、その間にあ

る役割、例えばビジネスアーキテクトのようなものですとか技術系といったものが、日本

ではなかなか弱いように思っております。 

 例えばＡＩであれば、より高度なＬＬＭを開発することも非常に、もちろんそこが起点

になって重要なんですが、それを使って何を行っていくかまで食い込んで、提案や技術を

示していただくところが非常に重要ではないかと思っております。 

 従来であれば、それは民間の産業界のほうが中心に、研究機関としては基礎研究という

ような線引きもありましたけれども、今はお互いその領域をまたいで重ねて、その真ん中

にある技術系的な役割を果たしながら国際競争力を高めていくことが、非常に今、必要に

なっているのではないかと考えております。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 では引き続きまして、宮崎専門委員、お願いいたします。 

○宮崎構成員  ありがとうございます。もう大分最後のほうになってきたので、様々な意
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見が、私も同じようなことを考えていたという意見が各委員の方からも出てきているん

ですけれども、私もやはり１つ目のプレゼンテーションと２つ目のプレゼンテーション

のギャップがすごくあるなというのを強く感じました。 

 １つ目のプレゼンテーションは、開発した技術をどうやって活用していくかとかを強

く説明していただいたんですけれども、２つ目のプレゼンテーションがどうしても、要素

技術とまでは行かないんですけれども、技術に特化したお話になっていて、そこがどうつ

ながっていくのかというのがちょっと分かりにくかったなと思いました。 

 私としては、やはり研究成果というのは世の中で使われてこそ価値があるということ

を強く思っておりますので、今後、これから開発していく研究成果は、ぜひ社会実装とい

うか、社会で本当に活用していただくようになるべく、人材育成とか海外連携とかステー

クホルダーとかも含めた形の技術開発戦略を、ぜひＮＩＣＴさんには推進していただき

たいなと強く思っています。。 

○相田主査  ありがとうございました。私の感想としては、１件目のプレゼンと２件目の

プレゼンは縦軸と横軸というのでしょうか、それぞれの分野でどういう活動をしていく

べきということが、本当は整理できるとよくて。 

 ２番目のプレゼンテーションでも、「この分野については」というような御説明があっ

たかと思うんですけれども、ちょっとそこが、おっしゃるように分かりにくかったのは、

私の感想も一致しております。どうもありがとうございました。 

 では続きまして、宮地専門委員、お願いいたします。 

○宮地構成員  ありがとうございます。プレゼンテーション２件ありがとうございまし

た。私からは、１件目の期待される役割のほうについて、ちょっとコメントできればと思

います。 

 一番最後のページの４点、いずれも非常に重要な観点で、短いワードながらも、すごく

しっかりとまとめていただいたと思っております。 

 そのような中で、ここのスライドにも「イノベーション」という言葉が何か所か出てき

ているんですけども、ちょっと申し上げようと思ったのは、イノベーションには、持続的

イノベーションと破壊的なイノベーションという、一つの考え方ですけど、分類があると

いうのが知られております。ぜひ、破壊的イノベーションへの対処という観点を含める、

あるいはちょっと強化をしていただければいいかなと思った次第です。 

 かつては、持続的イノベーション的なものがどんどん社会実装されて、事業につながっ
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てきた。特に日本が得意とする領域だったと思うんですけど、この持続的イノベーション

が市場ニーズを超えて久しくなった現在、こちらの観点だけですと、なかなか社会実装と

か事業化、グローバル展開というのは難しくなっているのかなと思っています。 

 一方の破壊的イノベーションは、よく知られているとおり従来とは異なる観点で、初期

の頃は技術や品質がいまいちなので、特に持続的イノベーションに従事されている技術

の磨き上げをやられている研究部門ですとか研究者からは、軽視あるいは見落とされる

こともあると思うんですけど、ただ、そのいまいちさが市場ニーズに耐えられるレベルに

なった瞬間に、一気に世の中にブレークしてどんどん成長していくというのを、ここ最近、

日本から指をくわえて見ているところがあったかなと思っています。 

 ですので、ＮＩＣＴ様におかれましても、イノベーションを２つの観点に分けて考えて、

この破壊的イノベーションの萌芽を捉えて、その課題の解消に向けた研究開発というも

のを、一つ強化していく領域に定めていただくと、これまで以上に、産業界とか学術界と

の連携も魅力あるものになっていくと思いますし、その研究成果が市場に使われていく

という方向に、よりつながるのではないかなと考えています。 

 ただ、この破壊的イノベーションにおいても、技術の課題克服というのは当然必要で、

ここには過去の知見ですとか、そういった持続的イノベーション的な技術アセットとい

うのは不可欠だとも言われていますので、そういう意味では、ＮＩＣＴには分厚い基礎研

究成果が多数あると思いますので、こういった、特に破壊的イノベーションに対応するポ

テンシャルは十分にあるのではないかなというふうに期待しております。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 では続きまして、宮田専門委員、お願いいたします。 

○宮田構成員  富士通の宮田でございます。御説明ありがとうございました。私からも２

点コメントさせていただきます。 

 まず１点目ですが、重要領域に向けてさらなる技術開発力強化及び社会実装促進とい

う中で、ＮＩＣＴが果たしていく役割に関してですけれども、産官学連携の中の核の機能

というところに加えて、国家的重要課題に戦略的に対応という側面が挙げられたことは

非常に重要だと思っていまして、よいと思いました。 

 今回、その中では外部連携の強化を新たな取組領域として言及されていましたが、国家

的重要課題に関する、より具体的で踏み込んだ施策として形にしていくということを考

えた場合、研究開発技術に関しての経済安全保障のための社会実装の促進という軸で考
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えていくことによって、例えば各基金による活動成果の社会実装ですとか、別の観点であ

ればデジタル赤字の解消のような、まさに国家的重要課題への具体的な貢献につなげて

いけるのではないかと感じました。 

 つきまして、技術活動そのものを後押しする軸に加えて、社会実装への貢献を後押しす

るような軸として、例えばインセンティブ的な枠組みなども含めて、グローバル市場にお

ける競争力を阻害しないようにしつつも、うまく両立していけるような前向きな仕組み

を考えていくことが重要になるだろうと思っていますので、そういったことも今後推進

していただけるとよいなと思いました。 

 それから２つ目ですが、重点的に推進すべき基礎研究開発分野に関して、冒頭にこちら

も、我が国の安全保障の確保と国際競争力の強化という観点で目指す社会像で触れられ

ていましたけども、改めて非常に重要な軸であり、こうした観点で立てつけることが大切

だと思いました。 

 その中で、技術領域として今回挙げられたテーマカテゴリーも、全体的にうまく重要な

要素が盛り込まれているなと感じております。 

 一方で、同じように社会実装ということを考えた場合、今その要素の研究のような形に

なっていますが、おのおののテーマの軸もありますけれども、やはり関連する産業とかプ

レーヤーを取り巻く産業構造上の課題とかにも考えを巡らせて、具体的な課題に対する

うまい仕組みづくりが、実際には重要になってくるかなと思っています。 

 全てを国内中心にということは、グローバル市場普及の観点では難しいと思いますし、

一方で、国産技術をそうした環境の中にどうアドレスさせていくかが非常に重要ですの

で、日本の産業構造上の課題とか、取り巻く環境の視点も入れて、両立させるような仕組

みづくりを、何とか知恵を絞ってやっていけたらなと思いますので、冒頭の森川先生から

のコメントもありましたけれども、なぜ実装されないのかに関して、しっかり議論、考察

しながら目指す姿につなげていくように、今後進めていけるとよいなと思いました。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 では続きまして、望月専門委員、お願いいたします。 

○望月構成員  望月でございます。これまでの委員会でも、戦略的な領域については議論

があり、プレゼンがあり、私自身からもＢｅｙｏｎｄ５Ｇとか衛星向けの通信、あるいは

衛星活用、さらにその領域横断の考え方について申し上げてきましたので、今日も５３－

２のほうでそういった重要な領域の御説明をいただきましたけれども、ここではＡＩや
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セキュリティ辺りに関してコメントさせてもらいたいと思います。 

 これらの分野の重要性は言をまたないわけでして、技術を研究すること自体、非常に重

要ですけれども、その際に、ちょうど先ほど、平田専門委員ですとか宮崎専門委員からも

御指摘があった点と通ずるのかなと思いながら聞いていたんですけども、そういう際に

社会生活へのインパクト、それから民間ビジネスのインパクトをどう最大化するかとい

う観点で、具体的な研究活動のフォーカスの置き方ですとか、外部連携のやり方というも

のをデザインしていただけるとありがたいと思います。 

 例えばＡＩの関連で言いますと、先ほども御紹介がありましたけれども、国産ＬＬＭ、

非常に重要だと思いますけれども、特にこういったものの必要性がある領域としては、政

府系とか自治体みたいな公共性の高いところかなと考えますけれども、先ほども御指摘

がありましたけれども、そういうところではやはり透明性を持ったＡＩを組み上げる、そ

ういう能力を保持して運用できる状況をつくることが、本当は一番大事なのかなと私は

思っております。 

 また、ビジネス界から見ますと、技術の出口としてユーザーのニーズも非常に重要でし

て、例えばＢｔｏＢの領域だと、ＬＬＭはもういろんなものが実用的なレベルにあります。

なので、質問への回答のよしあしだけではなくて、業務上の知識、言語インターフェース

みたいなところがビジネス用の武器になってきていますし、また、言語モデルの性能のみ

を追求していたお客様たちが、今はもうコストや電力も気にするようになってきている

ということで、そういった観点での価値を出していくことが大事かなと感じます。 

 また、技術の話ではないんですけれども、その領域に対して国産技術が適用されること

の普及啓蒙活動、これはもう非常に重要かなと思います。 

 また、ＬＬＭもどんどんマルチモーダル化されていっていますけれども、その対応でも

スピード感を持って取り組むためには、国のサポートというものが不可欠かなと思って

います。 

 特に、テキストだけでなくて音声・映像等を多く扱うに当たっては、データの蓄積・収

集に加えて、膨大なデータを学習するためのコンピューティング基盤、それから、出来上

がったモデルが適切な動作をするかを評価する方法や、ガイドラインの整備といったも

のがされて、プレーヤー間で共有されていくこと、これが大事かなと思っています。 

 また、今後を見据えますと、いよいよＡＩと人、さらにはＡＩとＡＩが協調していくた

めにはどうあるべきか、そういう先の議論もしていくことが重要かと思います。 
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 いずれにしても、官と民が協力しながら協働とコンペティション、協調とコンペティシ

ョン、両方が許される形になっていくのがいいと思っていまして、ＡＩはグローバルに見

ますと本当に速い市場であって、とてもではないけれど一社では、やらなければいけない

ことがたくさんあってやり切れないという状況の中に私どもは置かれています。 

 それから、サイバーセキュリティですけれども、ＡＩ ｆｏｒ Ｓｅｃｕｒｉｔｙにつ

いて、一つの重要な論点として、セキュリティ専門人材というものの不足、これが今後ど

んどん、一層顕在化すると見えていますので、そういう意味でも非常に重要な取組と思っ

ています。 

 挙げられている項目の中でも、サイバー脅威インテリジェンスの基盤技術ですとか、サ

イバーセキュリティの産官学連携拠点がありますけれども、そういう部分も含め、サイバ

ーセキュリティ情報の収集・蓄積と併せて、ＡＩによる業務の省力化が大きなインパクト

が出てくるところかなと思っています。 

 また、ＡＩ ｆｏｒ Ｓｅｃｕｒｉｔｙの実現においては、利用するデータ、それから

ＡＩそのものに対する信頼性も非常に社会的に重要でして、データの出自ですとか真正

性、それからＡＩの学習データの透明性などを担保する仕組みとして、Ｓｅｃｕｒｉｔｙ

 ｆｏｒ ＡＩというものが訴求できていくかなと考えます。 

 最後、ちょっとだけですけれども次世代暗号プライバシーの保護に関して言いますと、

デジタル日本の２０２４において、最優先対応システムについては耐量子計算機暗号、こ

れが２０３０年までに移行すべきということが示されておりますので、具体的な移行プ

ランについても、官と民で合意を図りながら、着実に着手していくべきかなと考えました。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 それでは、これまでのところ、構成員の方からいただいたコメントにつきまして、事務

局のほうから何かございますでしょうか。 

○内田企画官  事務局でございます。何人かの先生方から御指摘がございましたけれど

も、５３－１の資料と５３－２の資料の関係性が分かりにくかったという御指摘をいた

だいたところでございます。 

 今回この委員会におきましては、ワーキンググループを設けまして、テーマを２つに分

けて議論しているところもありますので、このつながりがまだ見えてきていないところ

はあったかなと認識しております。 

 次回の会議におきましては、ワーキンググループの議論の中間報告ということを予定
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しておりますので、そこで全体像が見えてくるかと思います。その際に、また改めて御意

見いただければと考えております。 

 事務局からは以上でございます。 

○相田主査  新田専門委員からは、先ほども途中でコメントいただきましたけれども、追

加で何かございますか。 

○新田構成員  資料５３－１と２の関係については、先ほど事務局からの御説明もあっ

たとおりだと思いますけれど、一方で、いわゆる外部機関との連携とか社会実装機能を、

どう、今中長期からさらに強化していくのかは、次期中長期に向けた非常に重要なアジェ

ンダの一つだと考えておりますので、今回、重点５分野と重点課題はもちろん研究開発を

しっかりやっていくんですけれども、その成果を最大化していくという取組を、ワーキン

ググループの皆さんの御意見も踏まえて、その最大化に向けた方向性をしっかり固めた

上で、この報告の取りまとめも進めていければと考えているところでございます。 

 引き続き、委員の皆様の御審議のほうもよろしくお願いいたします。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 それでは、セカンドラウンドとして、これまでに各構成員の方からいただいた御意見を

踏まえまして、追加での御意見がございましたらお受けしたいと思います。 

 こちらは順にということではなく、発言御希望の方は挙手ボタンを押していただくか、

その他、チャットでも結構ですし、それが難しいようでしたら直接マイクをオンにしてお

声がけいただいても結構でございます。 

 よろしゅうございますでしょうか。 

 それでは、もし追加で御意見等生じましたら、事務局まで御連絡いただくということで、

先ほど事務局からも御説明がございましたが、次回中間取りまとめで、それらの意見も踏

まえて、事務局では次回に向けて作業を行っていただければと思います。 

 

閉  会 

 

○相田主査  では、事務局から、次回の予定等について、まず御紹介いただけますでしょ

うか。 

○平野課長補佐  事務局でございます。次回の委員会につきましては、２月２７日、木曜

日の開催を予定しております。詳細につきましては別途御連絡いたします。 
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 以上でございます。 

○相田主査  それでは、全体を通じて、構成員の方から追加での発言の希望がございまし

たらお受けしたいと思いますが、いかがでございましょうか。 

 よろしゅうございますか。 

 それでは、本日の第５３回技術戦略委員会はこれで終了とさせていただきます。本日は

お忙しいところ御出席いただき、また活発に御意見いただきまして、どうもありがとうご

ざいました。 

 

以上 

 


